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２ 調査研究発表・演題（平成 19 年度～平成 24 年度） 

 

年 演題 発表者 学会名 年月日 

平

成

19

年

度 

牛の筋肉腫瘤 

牛白血病の発生状況と疫学解析 

 

              〃 

                  〃 

牛および豚の Extended-spectrum β-lactamase 

(ESBL)産生菌の保有状況 

農場段階から製品に至るまでのカンピロバクタ

ーの汚染実態について 

大規模食鳥処理場に対する衛生教育について 

肉用鶏にみられた脾腫 

             〃 

牛の肝臓 

牛の全身に認められた黒色腫瘤 

鶏の脾臓 

高度溶血性黄疸を呈した黒毛和種の 1 症例 

 

原 祥子 

斉藤恵津子 

 

   〃 

   〃 

塚本 洋 

 

沖原 涼子 

 

金森 恭子 

大田 康之 

   〃 

原 祥子 

原田 善司 

大田 康之 

斉藤恵津子 

 

全食協第 55 回病理研修会 

全国公衆衛生獣医師協議会調

査研究発表会（近畿） 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

全国公衆衛生獣医師会協議会

発表会 

全食協近畿ブロック研修会 

 

         〃 

         〃 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

全食協第 56 回病理研修会 

        〃 

        〃 

淡路地域畜産技術成果・事例

発表会 

H19.5.10 

H19.7.11 

 

H19.10.30 

H20.1.25 

H19.9.7 

 

H19.10.30 

 

  〃 

  〃 

H20.1.22 

H19.11.8 

  〃 

  〃 

H20.2.13 

 

平

成

20

年

度 

高度溶血性黄疸を呈した黒毛和種の一症例 

 

             〃 

             〃 

             〃 

農場段階から製品に至るまでのカンピロバクタ

ー汚染実態について 

大規模食鳥処理場に対する衛生教育について 

採卵鶏における T 細胞性リンパ腫 

             〃 

農場及び食鳥処理場におけるカンピロバクター

の汚染状況調査と衛生対策 

             〃 

雛から製品までの Campylobacter の汚染状況

調査と食鳥処理場衛生対策 

ブロイラーに見られた脾腫病変の病理組織学的

検索 

牛の脾臓と骨髄に病変を呈した 3 症例について 

                 〃 

             〃 

 

牛の脾臓と骨髄 

牛の頚部筋肉内腫瘤 

豚と畜処理における高度衛生管理の確立を目

指して 

斉藤恵津子 

 

〃        

〃        

〃 

沖原 凉子   

 

金森 恭子 

大田 康之 

   〃 

三宅由利子 

 

   〃 

   〃 

 

山﨑 章子 

 

原 祥子 

   〃 

   〃 

 

   〃 

木村 聡 

柴折 浩幸 

 

 

全国公衆衛生獣医師協議会全

国会議 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

 

〃 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

全食協近畿ブロック研修会 

 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

近畿地区鶏病技術研修会 

 

全食協近畿ブロック研修会 

 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

淡路地域畜産技術成果・事例

発表会 

全食協第 58 回病理研修会 

       〃 

日本獣医師会年次大会 

 

 

 

H20.9.5 

 

H20.10.19 

H20.11.5 

H21.1.21 

H20.10.19 

 

〃 

H20.11.5 

H21.1.27 

H20.11.5 

 

H21.1.27 

H21.3.19 

 

H20.11.5 

 

H20.11.5 

H21.1.21 

Ｈ21.2.19 

 

H20.11.13 

   〃 

H21.1.23 
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年 演題 発表者 学会名 年月日 

平

成

21 

年

度 

豚と畜場における高度衛生管理確立のための

病原体汚染実態調査 

食鳥処理場での微生物汚染制御において、罹

患鳥を汚染要因として考えた場合の危険性と対

策について 

             〃 

牛の筋肉内腫瘍 2 症例について 

             〃 

食鳥処理場における微生物モニタリング検査に

ついて 

大規模食鳥処理場における薬剤耐性調査 

大規模食鳥処理場におけるカンピロバクター薬

剤耐性調査 

淡路食肉センターにおけると畜検査状況 

 

柴折 浩幸 

 

坂江 博 

 

 

   〃 

木村 聡 

   〃 

赤尾 浩史 

 

金森 恭子 

   〃 

 

齋藤 竜彦 

 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

 

〃 

 

 

全食協近畿ブロック研修会 

〃 

全国食肉衛生技術研修会 

全食協近畿ブロック研修会 

 

〃 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

 

淡路地域畜産技術成果・事例

発表会 

H21.10.18 

 

  〃 

 

 

H21.11.5 

〃 

H22.1.20  

H21.11.5 

 

〃 

H22.1.26 

 

H22.2.19 

 

平

成

22

年

度 

食鳥処理場における微生物モニタリング検査 

ボツリヌス菌中毒牛の取扱いについて 

             〃 

大規模食鳥処理場における内臓摘出作業手順

の改善指導結果について 

             〃 

豚の多臓器に認めた腫瘤 

農場および食鳥処理場におけるカンピロバクタ

ーの汚染実態調査 

淡路島内の乳用牛におけるサルモネラ属菌保

有状況調査 

赤尾 浩史 

岡畑 一幸 

   〃 

樽井 美和 

 

   〃 

阿部 晃久 

西田 清実 

 

加茂前仁弥 

 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

全食協近畿ブロック研修会 

 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

全食協第 62 回病理研修会 

鶏病研究会兵庫県支部技術研

修会 

淡路地域畜産技術成果・事例

発表会 

H22.10.10 

H22.10.27 

H23.1.17 

H22.10.27 

 

H23.1.24 

H22.11.18 

H22.11.24 

 

H23.2.21 

 

平

成

23

年

度 

農場及び食鳥処理場におけるカンピロバクター

の汚染実態調査 

             〃 

             〃 

食肉衛生に係る消費者啓発への取組 

             〃 

過去５年間のと畜検査における疾病の発生状

況 

若林 明世 

          

〃 

   〃 

堤 淳 

   〃 

松本 瞳 

 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食鳥肉衛生技術研修会 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

淡路地域畜産技術成果・事例

発表会 

H23.9.2 

 

H23.11.4 

H24.2.16 

H23.11.4 

H24.2.14 

H24.2.20 

 

 

 

平

成

24

年

度 

 

 

豚の肝臓に認めた腫瘍 

 

牛の鼻鏡の腫瘤 

と畜検査データベースの構築について 

加古川食肉センターにおける微生物学的衛生

対策 ～枝肉の衛生管理～ 

〃 

 

処理場における異常鶏の集団発生とその対応 

岡畑 一幸 

 

松本 瞳 

鈴木 雅和 

坂江 博 

 

〃 

 

宮田 静 

全食協近畿ブロック研修会病

理検査担当者会議 

〃 

全食協近畿ブロック研修会 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

 

全食協近畿ブロック研修会微

生物検査担当者会議 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

H24.8.17 

 

〃 

H24.10.31 

H24.10.14 

 

H24.10.31 

 

H24.10.14 
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平

成

24

年

度 

〃 

 

管内食肉センターで発生した Histophilus somni

感染による敗血症事例 

〃 

〃 

地方病性牛白血病の宿主発症要因の一考察 

〃 

〃 

 

松本 瞳 

 

〃 

〃 

斉藤恵津子

〃 

全食協近畿ブロック研修会微

生物検査担当者会議 

日本獣医公衆衛生学会（近畿） 

 

全食協近畿ブロック研修会 

日本獣医学会学術集会 

全食協近畿ブロック研修会 

全国食肉衛生技術研修会 

                                               

H24.10.31 

 

H24.10.14 

 

H24.10.31 

H25.2.9  

H24.10.31 

H25.1.22 

 



－45－ 
 

３ 平成 24 年度調査研究発表・抄録 

（１）豚の肝臓に認めた腫瘍 

 

全食協近畿ブロック研修会病理検査担当者会議(平成 24 年 8 月 17 日) 

西播磨食肉衛生検査所   岡畑 一幸 

 
動物：豚  品種：ＬＷ系  性別：雌  年齢：推定６ヶ月  病歴：不明 

生体所見：体格は中、栄養状態良好、姿勢は立ちで著変なし 

解体所見：肝臓壁側面に①2×3.5×2cm ②0.5×0.3×0.3cm 肝臓臓側面に③1.5×2×3cm の

腫瘍を認めた。これらの腫瘍に被膜はなく、腫瘍と肝臓の境界部は不明瞭で、弾力を

認めた。腫瘍①は肝臓包膜よりやや扁平に隆起し、腫瘍表面は出血を呈していた。

腫瘍②・③は肝臓実質内に存在し、触診にて腫瘍の存在を確認出来た。腫瘍①・②・

③の割面は乳白色～淡横白色を呈し、その中に一部肝臓組織が残存しているように

認めた。 

その他：肝リンパ節はやや腫大、周辺リンパ節の腫大等は認めなかった。その他肺炎

等を認めた。 

組織所見：腫瘍細胞の細胞質は比較的狭く、小型類円形～楕円形の核や、大型淡明で好酸性

の核小体を持つ核も認めた。腫瘍中心部では腫瘍細胞のび慢性浸潤により肝小葉

が消失或いは少数の肝細胞が島状に残存し、肝細胞索は解離していた。腫瘍と肝臓

境界部には結合織等での区画はなく、小葉間結合組織には腫瘍細胞がび慢性に浸

潤増殖していた。また、小葉間静脈等が拡張し、管腔内には赤血球及び腫瘍細胞を

認めた。 

固定方法：１０％中性緩衝ホルマリン 

切り出し部位（図示） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

  腫瘍① 肝臓壁側面                       腫瘍① 切り出し部位 

行政処分：  全部廃棄 ・ 一部廃棄  

組織診断名：リンパ腫 

疾病診断名：豚の白血病 
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（２）牛の鼻鏡の腫瘤 

 

全食協近畿ブロック研修会病理検査担当者会議(平成 24 年 8 月 17 日) 

淡路食肉衛生検査所   松本 瞳 

 

動物名：牛  品種：黒毛和種  性別：雌  年齢：187 か月齢 

病歴 ：と殺６か月前より鼻鏡の腫瘤について切除手術等の治療を施すも治癒の見込

みなく、「鼻腔腫瘍」の診断で病畜として搬入。 

生体所見：鼻鏡にカリフラワー状に隆起した腫瘤を確認。腫瘤は自潰し、膿を混じた病

変を形成。 

肉 眼 所 見 ：腫 瘤 の表 面 は粗 造 で痂 皮 を形 成 し、割 面 において微 小 膿 瘍 が散 見 された。

なお、腫瘤は骨には達していなかった。また、下顎リンパ節、浅耳下腺リンパ

節及び咽頭後リンパ節は軽度に腫大していた。その他、創傷性第二胃炎、

肝包膜炎及び富脈斑、腎臓の点状出血を認めた。 

組織所見：腫瘤部では、扁平上皮細胞に類似した多形性の細胞が胞巣状および島状

に増殖していた。腫瘍細胞は有棘細胞に類似し、角化傾向が強く、胞巣中

央部に癌真珠を認めた。腫瘍細胞の核は円~楕円形、クロマチンに乏しく、１

~数個の明瞭な核小体を有し、核分裂像もしばしばみられた。腫瘍細胞の細

胞質は広く、弱好酸性であった。痂皮形成し自潰した部位では、線維素を主

体として増生しており、菌塊も散見され、慢性炎症性細胞の浸潤を認めた。 

固定方法：20%中性緩衝ホルマリン液 

 

切り出し部位：鼻鏡腫瘤（図示）      腫瘤の組織像（低倍：腫瘤の表皮～真皮） 

    

行政処分：一部廃棄 

組織診断名：扁平上皮癌 
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（３）と畜検査データベースの構築について 

 

全食協近畿ブロック研修会 (平成 24 年 10 月 31 日) 

但馬食肉衛生検査所  鈴木 雅和 

 

 

日本国内で飼養されている牛は、「牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特

別措置法（平成 15 年 6 月 11 日法律第 72 号）」（牛肉トレーサビリティ法）に基づき、個体

ごとに固有の番号（個体識別番号）が割り当てられている。これらの番号は、独立行政法

人 家畜改良センターにより、生年月日・性別等の個体に関する情報と、飼養者等の異動

に関する情報とともに登録されており、（独）家畜改良センターのウェブサイトあるいは、

と畜場の報告システム（ID 連携システム）等を利用することで、照会することができる。

当検査所では、これら（独）家畜改良センターの保有するデータ（個体識別台帳）を利用

することで、正確なデータの収集および業務の効率化を図る取り組みを行っているので、

紹介する。 

 

１ 個体識別台帳の収集 

 と畜場は、と畜した牛の個体識別番号を（独）家畜改良センターへ報告することになっ

ている。この報告に利用するシステム（ID 連携システム）は、ネットワークを介して、多

頭数の牛の個体情報（種別、性別、生年月日等）および異動履歴の照会を一度に行うこと

ができる。さらに照会したデータは、テキストファイルとして出力することもできるよう

になっている。当検査所では、と畜場の協力を得て、ID 連携システムを利用して、と畜し

た牛の個体情報および異動履歴を照会し、データを提供していただくこととした。 

 

２ 市販データベースソフトウェアの活用 

 Microsoft Office Access（マイクロソフト社）は、データベース管理システムのソフト

ウェアである。このソフトウェアは、データベースに関して精通していなくとも、容易に

データベースを構築することができる。データベースに記録されたデータは、印刷物の形

で出力させることもできる。 

 このデータベースソフトウェアを利用し、と畜場より提供していただいた個体情報、異

動履歴とあわせて、と畜検査成績を一括管理し、各種報告や、放射性物質等の検査対象牛

の抽出等に活用した。 
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３ 活用例 

（１）食肉検査等情報還元調査等各種報告への活用 

 食肉検査等情報還元調査など、定型の報告に対しては、報告にあわせたデータを集計抽

出できるように計算式を組み込んである。このため、人手による煩雑な集計作業を簡素化

できるだけでなく、正確なデータを速やかに報告することが可能となった。 

（２）放射性物質検査対象牛の抽出 

 兵庫県では、放射性セシウムに汚染された牛肉が流通しないよう平成 23 年 3 月 11 日以

降に東北地方等の 9 県で飼養された履歴のある牛については、全戸検査（計画的避難地域

については、全頭検査）を実施することとなっている。このため、と畜した全頭の異動履

歴を確認する必要がある。データベースを活用することで、速やかに当該牛の抽出をおこ

ない、効率よく検体採取等をおこなうことができる。 

 

４ 今後の活用方法 

 現在では、牛は全国にわたってするようになっている。このため、家畜伝染病の発生や

放射性物質汚染問題などの食品衛生上の危害要因となりうる食肉を排除するためには、産

地だけでなく、牛の異動履歴を調べる必要がある。今回、検査所が独自に牛の異動履歴を

把握でき、かつ速やかに対応できる体制が整った。 

 また、来年 5 月には日本は、BSE のリスク評価が無視できるレベルの国へ格上げされる

見込みである。これにともない BSE 検査の対象月齢も引き上げ等の変更措置がなされると

思われる。検査対象か否かについては、個体識別台帳に登録させた生年月日を基準に算出

し、適切に抽出することができる。 

      

と畜検査データベース
（マイクロソフト・アクセス）

と畜場報告システム
（ID連携システム）

と畜検査成績

各種報告 検査対象の抽出 等

と畜検査データベース
（マイクロソフト・アクセス）

と畜場報告システム
（ID連携システム）

と畜検査成績

各種報告 検査対象の抽出 等  

図 と畜検査データベースの概略  
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（４）加古川食肉センターにおける微生物学的衛生対策 ～枝肉の衛生管理～ 

 

日本獣医公衆衛生学会（近畿）（平成 24 年 10 月 14 日） 

全食協近畿ブロック研修会（平成 24 年 10 月 31 日） 

兵庫県食肉衛生検査センター   坂江 博 

 

 

１ はじめに 

  と畜場における枝肉の衛生管理としては、解体作業時による汚染防止以外にも、冷蔵庫での保

管方法及び出荷時における取扱いなども重要と考えられる。加古川食肉センターでは、平成 22

年 度 よりオゾン発 生 装置 を枝 肉 保 管 冷 蔵 庫 に設 置 し、枝 肉 及 び冷 蔵庫 内 の衛 生 管 理 を行って

きた。 

  本調査では、枝肉洗浄後（以下「洗浄後」という。）と冷蔵庫に 24 時間保管後の枝肉表面（以下

「オゾン処 理 後 」という。）について、１㎠当 たりの一 般 生 菌 数 （以 下 「AC」という。）と大 腸 菌 群 数

（以 下 「CC」という。）を測 定 比 較 し、オゾン発 生 装 置 の枝 肉 に対 する効 果 等 を評 価 することでと

畜場における枝肉の衛生管理について検討したので報告する。 

 

 

２ 材料及び方法 

  平成 24 年 5 月から平成 24 年 7 月における 25 検体について、洗浄後とオゾン処理後の枝肉に

ついて検査 を行った。洗 浄 後の枝 肉については、「と畜 場における枝 肉の汚 染 実態 調 査 」（厚 生

労働省通知）に基づき、胸部及び肛門周囲部それぞれ 100cm２について滅菌プースにより拭き取

り、滅菌生理的食塩水で 10 倍希釈したものを試料原液とした。 

  オゾン処理後に関しては、胸部及び肛門周囲部の表面を 10×10cm、厚さ約 3mm 程度を切り取

り、切り取ったものの重量に対して滅菌生理的食塩水にて 10 倍希釈したものを試料原液とした。

それぞれの試料原液を滅菌生理的食塩水にて段階希釈し、1cm２当たりの AC 及び CC を測定し

た。 

 

 

３ 成績 

  ＡＣ胸部については、洗浄後が 102 から 103 オーダーで平均値が 3.4×102 に対し、オゾン保管後

は、101 から 102 オーダーの平均値が 9.7×101 であった。ＡＣ肛門周囲部については、主に 102 か

ら 103 オーダーで平均値が 2.7×101 に対し、オゾン処理後は、100 から 102 オーダーで平均値が

1.3×101 であった。（第 1 表） 
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  ＣＣ胸部については、洗浄後の 5 検体の一例として ND(＜0.1)から 5.6（平均値は 0.63）に対し、

ND(＜0.1)から 0.1（平均値は 0.14）であり、ＣＣ肛門周囲部については、ND(＜0.1)から 0.4 に対し、

全て ND(＜0.1、平均値は 0.11）であった。（第 2 表） 

 

                  第 1 表               （ｎ=25） 

区分 項目 
検体数 平均値 

(cfu/cm2) 100 101 102 103 104 

胸部 

洗浄後   15 11  3.4×102 

ｵｿﾞﾝ処理後  13 12   9.7× 101 

肛門

周囲

部 

洗浄後  2 14 9  2.7×101 

ｵｿﾞﾝ処理後 7 13 5   1.3×101 

 

 

 

                  第 2 表        （単位：cfu/cm2、ｎ=25） 

区分 項目 
検体番号  及び  測定値 

平均値 
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

胸部 

洗浄後 1.2 5.6 0.1 0.4 ND(<0.1) 0.63 

ｵｿﾞﾝ処理後 ND(<0.1) ND(<0.1) ND(<0.1) 0.1 ND(<0.1) 0.11 

肛門

周囲

部 

洗浄後 0.1 0.3 0.4 ND(<0.1) 0.3 0.14 

ｵｿﾞﾝ処理後 ND(<0.1) ND(<0.1) ND(<0.1) ND(<0.1) ND(<0.1) 0.11 

 

  このことから、オゾン処理後の AC 及び CC は、洗浄後と比較し、101 から 102 オーダーの減少が

見られた。特に CC については、ND（＜0.1）もしくは 101 オーダーの減少により、一定の効果が認

められた。 
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４ 結論 

  と畜場における枝肉の衛生管理として、微生物学的な汚染を軽減する方策としては、HACCP 方

式によると畜場内の衛生管理体制や標準作業書に基づく解体処理などのソフト面と効果的な機

械設備の整備等のハード面が考えられる。本調査は、衛生的取り扱い方法の可能性を評価した

ものであり、効果的 な設 備配置 等ハード面の適 切な管 理が、枝 肉の衛 生管理 対策に繋がること

を示唆したものである。 

  今後、より衛生的な枝肉を出荷するためには、HACCP 方式による衛生管理体制の導入や出荷

トラックの衛 生 状 態 の確保 など課 題 は多 い。本調 査 結 果 を踏 まえ、解 体 処 理 工 程 及 び出 荷 トラ

ック等の汚 染ポイントを見極 め、その対 策を講 じることで、より衛 生的 な枝肉の管理 ができると考

えられることから、さらなる考察を重ね、安全安心な食肉の生産に資していきたいと考えている。 
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（５）処理場における異常鶏の集団発生とその対応 

 

日本獣医公衆衛生学会（近畿）（平成 24 年 10 月 14 日） 

全食協近畿ブロック研修会（平成 24 年 10 月 31 日） 

但馬食肉衛生検査所   宮田 静  

 

 

はじめに 

 

  当 所 管轄 の大 規 模 食鳥 処 理場 において、死鳥 および異常 鶏が多 数みられたブロイラー農 場が

あった。検 査 所として伝 染病 の有 無 を含 めて適 切に対応するため、処 理 場に働きかけ農場 の情

報 把 握に努 め、また異 常 鶏が多 数 発 生 した原 因 を検証 した。さらに今 回の事 例 を受け、処 理 場

との情報伝達のあり方などを見直し、より迅速かつ正確な対処方法を検討した。 

 

概要 

 

  平成 24 年 4 月 23 日、特定農場での多数の死鳥（飼養羽数 7,850 羽のうち出荷前 1 週間の死

亡羽数が 269 羽。死亡率 3.4％）を農場より提出された書類（搬入食鳥確認書：以下確認書とい

う）により検 査 員が確 認した。伝 染 病 を疑 う状 況は「無 」と記 入 されていたが、備 考 欄 には、「クロ

ストリジウムと大 腸菌の合併症による死鳥」と記 載されていた。生体 検査 および処理場 での死鳥

には異常が認められなかったため、食 鳥処理 を許可したが、脱 羽後および内臓摘出 後検査にお

いて、滲出性皮膚炎等を多数認めた。なお、処理場での死鳥は処理羽数 804 羽中 2 羽であった。

後日搬入された同じブライラー団地（2 階建て鶏舎 5 棟併設）内の他の農場の鶏にも、脱羽後お

よび内臓摘出後検査において同様の異常が多数確認された。 

 

１ 検査所としての対応 

（１） 処理場への初期対応 

  確認書より農場での異常を検査員が認識した時点で、農場の状況について処理場の農場担

当 者に聞き取りを行った。それによると、備 考 欄 の記 載 事 項については獣 医師 ではなく、農場

管理者が独自に判断したものであること、また 4 月 23 日の午前中に処理場の農場担当者が

現地 へ確 認に行ったが、原因 として熱 死を疑っているとのことであった。しかし、農 場 での死鳥

が急激に増加したことを踏まえ、念のため処理場は家畜保健衛生所へ病性鑑定を依頼したた

め、その結果について迅速に報告するよう求めた。 

（２）病性鑑定結果および処分鶏の精密検査 

   家畜保健衛生所の鑑定結果は、24 日の朝に処理場から報告があった。その内容は、当該ロ

ットの鶏舎を含めた、ブロイラー団地内の鶏舎の死鳥において、鳥インフルエンザ簡易キット検
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査は陰性であったこと、また剖検所 見より、その主な死因は、ブドウ球菌 症と大腸 菌症の混 合

感染による斃死であるというものだった。後日、当 検査所での処 分鶏の病 理検査により、組織

所 見 において、大 腿 骨 頭 の壊 死 部 に炎 症 細 胞 の死 骸 の散 在 を認 め、家 畜 保 健 衛 生 所 の結

果を裏付ける所見を得た。 

（３）食鳥検査 

   農 場 の状 況 や病 性 鑑 定 結 果 より、ロット内 あるいは団 地 内 で、同 様 の疾 病 が拡 がり、今 後 も

多 数 の異 常 鶏 の搬 入 が予 想 されたため、検 査 員 に状 況 を周 知 し注 意 喚 起 した。後 日 搬 入 さ

れた同 団 地 内 の鶏 に、脱 羽 後 あるいは内 臓 摘 出 後 検 査 で、全 身 性 の皮 膚 炎 や大 腿 骨 頭 壊

死、腹 膜炎 、チーズ様 滲 出物の貯 留を多数 確 認 した。これらは、その症 状と病 性鑑 定結 果等

の事前情報を踏まえ、ブドウ球菌症あるいは大腸菌症として解体禁止または全部廃棄とした。 

（４）異常鶏発生要因の検証 

   なぜ異 常 鶏が多 数 発 生 したのか検証するために、処 理 場における廃 棄率 を農 場ごとにまとめ

（第 １図 ）、農 場 の状 況 との比 較 を行 った。なお、農 場 の状 況 については、前 回 搬 入 時 から今

回の搬入までの状況を、聞き取りおよび飼育管理日報で調査した。これにより、通常は団地の

入 り口 側 鶏 舎 から順 次 行 っていた入 雛 を、今 回 のロットでは団 地 奥 側 から行 っていたことや、

その際 、入 り口 側 の鶏 舎 では、出 荷 した後 の鶏 舎 の洗 浄 消 毒 が完 了 していなかったことがわ

かった。そのため、通常より空舎期間が 20 日間から 15 日間に短くなっていた。育雛中の管理

については、換 羽 時 期 までの鶏 舎 内 の温 度 のばらつき、換 気 不 良 、また減 耗 羽 数 （農 場 での

斃死および淘汰羽数の合計）の増加を認めた（第 2 図、第 3 図）。 

   また、処 理 場 との情 報 伝 達についても検 証 を行った。農 場 から搬 入 される直 前の死 鳥の増 加

を、処 理 場は食 鳥 処理 の前 日に把 握していたが、検 査 員が確認 したのは処 理 直 前の生 体検

査時だったことから、食 鳥検 査に影 響を与えるような異常がある場 合は特に、より迅速 な情報

共有体制のあり方が問われた。 

 

考察 

 

  ブロイラー団 地 内 の他 の鶏 舎 での異 常 鶏 発 生 という事 前 情 報 により、処 理 場 での廃 棄 等 の判

断を的確に行うことができた。また、同一ロットの食鳥処理が数日に及ぶこともあるため、ロット内

や同敷地内における異常鶏発生の事前の把握および周知は有用であると考える。 

  また、食鳥処理場における廃棄数の農場ごとの比較、農場についての聞き取り調査および日報

による検 証 より、異 常 鶏 発 生 の原 因 として、農 場 での温 度 管 理 と換 気 の不 備 、短 い空 舎 期 間 、

同ブロイラー団地内の他の鶏舎の消毒完了前の入雛が考えられた。 

成果 

 

  処理場からの情報伝達についての検証より、処理場に以下の要請を行った。 

① 農 場 で出 荷 前 の死 鳥 の増 加 等 、異 常 が確 認 された場 合 、迅 速 に検 査 所 に情 報 を提 供 する



－54－ 
 

こと。 

② 農場 での普 段の状況 について、検 査所 が把 握 できるよう飼 育 管理 日 報 等の農場 のデータを

開示すること。 

③ 搬入の予定を検査所が事前に把握するために、搬入予定表を提供すること。 

これらのことについて処理場側はすべて了承した。 

 

今後の課題 

 

  本 事 例 で整 備 された処 理 場 との情 報 共 有 体 制 の維 持 ・強 化 および、家 畜 保 健 衛 生 所 とのリア

ルタイムな情報伝達により、検査所として、処理場だけでなく農場の状態についても情報を得るよ

う一層の努力が必要 である。さらには、そうした情報を元にどのような対 応をとるのか、危機 管理

体制を検討する必要がある。 

 

第1図　処理場における廃棄率
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第3図　B農場1階
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第2図　D1農場1階
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（６）管内食肉センターで発生した Histophilus somni 感染による敗血症事例 

   

日本獣医公衆衛生学会（近畿）（平成 24 年 10 月 14 日） 

   全食協近畿ブロック研修会(平成 24 年 10 月 31 日) 

日本獣医学会学術集会（平成 25 年 2 月 9 日）                          

淡路食肉衛生検査所   松本 瞳 

      

 

はじめに 

 

Histophilus somni（H.s）感染症は、牛の敗血症、髄膜脳脊髄炎、肺炎、生殖器疾

患、流産など様々な病態を引き起こす。生産現場では化膿性肺炎の原因として、経済

的損失の大きい疾病である。今回、管内食肉センターにおいて、起立不能の病畜とし

て搬入された黒毛和種に敗血症を疑う所見を認めたため精査したところ、H.s 感染症で

あった。 

材料及び方法 

 

１ 材料：2012 年 5 月 14 日に、と畜した県内産の黒毛和種、雌、111 ヶ月令が、診断

名「四胃アトニー」、起立不能、左側臥位で搬入された。解体所見より、敗血症

を疑ったため、実質臓器および頭部、枝肉について精査した。 

 

２ 細菌学的検査：延髄、延髄周囲の炎症性産物、心臓、脾臓、肝臓、腎臓、横隔膜

について、5%血液加寒天培地で 37℃48 時間好気、嫌気培養した。また、分離菌

株は、グラム染色、オキシダーゼテスト、カタラーゼテスト、炭酸ガス要求性

等により菌性状を確認し、ID テスト・HN-20 ラピッド「ニッスイ」で同定した。 

 

３ 病理組織学的検査：血液塗抹標本はメイ・ギムザ染色、血液および臓器のスタン

プ標本はグラム染色を実施した。また、細菌学的検査を実施した同一臓器等に

ついては、常法によりパラフィン切片を作成し、ヘマトキシリン・エオジン染

色、グラム染色およびリンタングステン酸ヘマトキシリン染色を実施した。 

 

４ 血液検査：全血についてはWBC、RBC、HCT、HGB、血清についてはTP、CHOL、GLU、

T-Bil、GGT、AST、CRE、BUN、Ca、PHOSについて測定した。 

 

成  績 

 



－56－ 
 

１ 生体所見：起立不能、削痩、脱水、眼瞼下垂、元気消失であった。 

２ 解体所見：延髄周囲に炎症性産物が析出していた（図１）。内臓では、心筋出血（図

２）、脾臓はうっ血による重度の脾腫および感染脾様の血液凝固遅延（図３）、

肝臓は炎症およびうっ血による腫大、肝巣状壊死ならびに肝包膜炎、胆嚢壁の

肥厚および粘膜面出血、腎臓は充出血、貧血性梗塞および嚢胞散見、四胃壁の

肥厚および粘膜面充血、小腸炎がみられた。その他、膀胱粘膜面出血、子宮外

口粘膜面出血、左側肋部、腰部筋挫傷がみられた。 

    

図１：延髄周囲の炎症性産物  図２：心筋出血     図３：脾腫 

 

３ 細菌学的検査結果：延髄、延髄周囲炎症産物、心臓、脾臓、肝臓、腎臓、横隔膜

すべての検体から好気、嫌気培養共に同一の非溶血性コロニーが純培養状に分

離された（図４）。分離菌は多形性のグラム陰性桿菌（図５）であり、嫌気培養

でフィラメント状の長桿菌、黄色色素産生、オキシダーゼテスト陽性、カタラ

ーゼテスト陰性、炭酸ガス要求性であった。IDテスト・HN-20ラピッド「ニッス

イ」で同定した結果、分離菌の性状は表１のとおりであり、H.s （相対確率99

％）であった。 

 

  表１：分離菌の性状性検査結果 

ALA PHO NIT URE ODC IND GLS PRO γGA GLU MLT FRU MAS MAN TRE SUC LAC XYL ONP NIR

心 + ± - - + - + - - + - ± + + - - - ± - -
延髄 + ± - - + - + - - + - ± + + - - - ± - -

延髄mass + ± + - + - + - - + - ± + + - - - ± - -

H.somni + + D - + - D - - + - + + D - - - - - D

         

 図４：心筋からの分離培養  図５：多形性G(-)桿菌(心筋、嫌気培養) 
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４ 病理組織学的検査結果：延髄は、好中球を主体とした血管周囲炎及び出血がみら

れ、延髄周囲の炎症性産物では出血巣が顕著であり、線維素が析出していた。

小脳は、皮質領域における化膿性出血性病巣、髄膜の血管内の血栓を伴った化

膿性炎症像がみられた。心臓は、心筋線維の壊死とその周囲の炎症性細胞浸潤

が散見された。肝臓は、多発性の壊死巣と血管内血栓がみられた。腎臓は間質

性炎と糸球体腎炎がみられた。 

 

５ 血液生化学検査：WBC：1,400↓、RBC：975万↑↑、HCT：42.6%↑↑、HGB：16.4g/

dl、TP：6.4mg/dl、CHOL：29mg/dl↓↓、GLU：52mg/dl、T-Bil：0.7mg/dl、GGT

：50mg/dl、AST：637mg/dl↑↑、CRE：1.3mg/dl、BUN：23mg/dl↑、Ca：6.4mg/

dl↓、PHOS：7.9mg/dl 

 

６ 措置：精密検査の結果よりH.s感染による敗血症と診断し、全部廃棄措置とした。 

 

考  察 

 

と畜検査において、起立不能牛については、何が原因であるか見極めることが重

要である。今回、１頭の病畜について、全身症状と延髄の炎症性病変および内臓所

見より敗血症を疑い精査した。その結果、H.s感染による敗血症であることが判明し

、肉眼所見と一致して組織所見においても細菌感染による病変がみられ、血液検査

においても白血球数の激減、肝機能障害等、重篤な病態であったことがうかがわれ

た。なお、起立不能に至った主原因としては、髄膜脳炎であったと考えられた。加

えて、血液凝固遅延や組織所見での血栓形成等から、H.sの産生するエンドトキシン

によるショック状態であったことも示唆された。 

最後に、国内の食肉センターでのH.s感染症の確認は過去に数例あるが、症状は化

膿性心筋炎、肺炎であり、本症例のような敗血症・髄膜脳脊髄炎型は稀であり、起

立不能牛のと畜検査において注意が必要であると考えられた。 

 

引用文献 

 

[１]農水省消費、安全局監修：病性鑑定マニュアル,第3版,162-164全国家畜衛生職員

会(2008) 

[２]新編 獣医微生物学 養賢堂,239-245,(1989) 

[３]農林水産省畜産局監修：増補版 家畜疾病カラーアトラス,56-57,信陽堂(1997) 

[４] R.W.Blowey,A.D.Weaver:牛病カラーアトラス,143-144,75,チクサン出版(1994) 
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（７）地方病性牛白血病の宿主発症要因の一考察  
                                

全食協近畿ブロック研修会（平成 24 年 10 月 31 日） 

全国食肉衛生技術研修会（平成 25 年 1 月 21 日）    

            淡路食肉衛生検査所  斉藤 恵津子  
 

はじめに 
 

地方病性牛白血病 (EBL)は、牛白血病ウイルス（BLV）感染によって引き起こされる牛の悪性リ

ンパ腫 である。有 効 な治療 法 がなく、感 染 牛 の摘 発 、隔 離 、淘 汰 しかないため、なかなか有 効 な防

疫対策に踏み切れず、全国で年間 1,800 頭以上発生している。 
また、その発症機序については不明な点が多く、EBL の病態の進行にはウイルス側、宿主側の

様々な要因が関与しているといわれている。１）３）４）  

この中 で宿主 側 の要因 の一 つとされている「主 要 組 織適 合 性 遺 伝 子 複 合 体（MHC）」は高 度 な 

多 型 を持 つ糖 蛋 白 であり、牛 に限 らず、脊 椎 動 物 の感 染 症 の免 疫 応 答 に深 く関 与 し、感 受 性 ・抵

抗性を規定しているとされている。牛では牛白血球抗原 Bovine leukocyte antigen(BoLA)と称

され、EBL 発症にも関与しているとの報告がある。１）３）  
今回、淡路食肉センターで解体された黒毛和種において、EBL 発症牛と健康牛について BoLA

遺伝子群の中で最も機能的で多型性を持つ BoLA-DRB3 対立遺伝子について解析し、血統との

関連性を検討した。 
材料及び方法  

 
１、解析対象 ： 2004 年 10 月から 2009 年 1 月 

管内食肉センターで解体した県内産 黒毛和種 

地方病性牛白血病と診断したもの   ４５頭  
             健康牛をランダムにサンプリング     ５７頭  
２、解析項目  

（１）牛白血病型別（発症牛についてＰＣＲ法及びＢＬＶ抗体陽性のものを地方病性とした） 
      ①ＰＣＲ法･･･全血又は腫瘍組織から QIAamp DNA Mini Kit(ｷｱｹﾞﾝ)により抽出し、 

BLV env 領域をｺｰﾄﾞしたﾌﾟﾗｲﾏｰを用い、665bp の増幅遺伝子を検出  
②ＢＬＶ抗体価の測定･･･牛白血病ｱｯｾｲｷｯﾄ「日生研」を用いた受身血球凝集反応に 

より定量試験を実施  
     （２）BoLA-DRB3 対立遺伝子型の解析  
       ①発症牛の全血又は腫瘍組織から抽出した DNA 
       ②未発症・健康牛の全血  

上記検体を（独）理化学研究所・分子ウイルス学特別研究ユニットへ送付し、 
 PCR-sequence-based typing(SBT)による BoLA-DRB3 対立遺伝子型別を依頼した。 

     （３）発症牛の血統と BoLA-DRB3 対立遺伝子型との関連性の検討  
成  績  
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１、黒毛和種 発症牛における BoLA-DRB3 対立遺伝子型別結果  
 
 
 
 
   ホモとヘテロを合わせて、1601 保有は約８割と圧倒的に多い。 
   1601 は、全国でも発症牛から優位に検出されている。 
   その他、少数ながら 1302、0502、3801、1001 等の遺伝子型が検出された。 
   一方、0502 は他県では見られない兵庫県産牛特有の遺伝子であることがわかった。 
２、黒毛和種 健康牛における BoLA-DRB3 対立遺伝子型別結果  
  発症牛で約半数と高率に保有する 1601 ホモでの保有率は２３％と低く、ヘテロでの保有は約

半 数 あった。しかし、1601 ヘテロ及 び保 有 せずからは発 症 牛 からは検 出 されない遺 伝 子 型

0902、2703、0201 が検出された。 
３、発症牛の血統と BoLA-DRB3 対立遺伝子型との関連性の検討結果  
  親 子 で発 症が４例 、４親 等以 内 での発症 が４例 確認 された。いずれも同 じ遺 伝 子 型 を保 有 し

ており、１例を除いてすべて 1601 を保有していた。 
  親子で発症の４例については、いずれも子の方が発症年令が２才からと若くなっていた。 
  また、発症牛における 1601 保有牛３７頭のうち、複数発生農家産が２４頭と６５％を占めてい

た。 
考  察  

 
 主要組織適合性遺伝子複合体（MHC）は魚類からほ乳類まで脊椎動物に広く認められており、 

極めて高 度 な多 型性 をもつ糖 タンパク質であり、免疫 応 答と疾 患感 受性 に重要 な関連 性を持って

いる。ウシ MHC（BoLA）においては疾患感受性（牛白血病・乳房炎・寄生虫血症・ケトン症等）を

規定するだけではなく、肉質・乳脂率等経済形質にも関連性があるといわれている。１）２）  

EBL 発症牛の BoLA-DRB3 遺伝子型別の結果から、1601 を保有する個体は全体の８割に 
のぼることがわかった。また、全国でも同様に 1601 が発症牛から有意に検出されており、BLV 感受

性遺伝子である可能性が示唆されている１）。また、未発症牛では BLV 感染細胞数も 1601 ホモ＞

ヘテロ＞保有せずの順に多く、1601 は BLV ｳｲﾙｽﾛｰﾄﾞを高くする傾向があるとの報告もなされてい

る。１） 
さらに、MHC は宿主遺伝子であるので、親子・系統で遺伝する。つまり、母牛がホモで保有して

いれば子牛は必ずホモかヘテロで保有することになる。1601 ホモの母牛は BLV ウイルス量も多く、

初乳を飲めば、子牛はほぼ感染すると考えられる。 
 
今回、①母子・４親等以内での発症が８例ある 

②母牛よりも子牛の方が発症年令が肥育の２才以上と若くなっている 
③近年、５才以下の若令牛での発症が増加している 
④複数発生農家産が発症牛の６５％を占める 

DRB3  1601 ホモ  ： ２１頭／４５頭（４７％）

1601ヘテロ  ： １６頭／４５頭（３５％） 

保有せず    ：   ８頭／４５頭（１８％） 
1601ﾎﾓ  

47％ 

その他 

18％ 

1601ﾍﾃﾛ 

 35％ 
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⑤陽性率の高い農家でも、発病が続発する農家と単発でおわる農家がある 
  などの理由としても BLV 感受性遺伝子の関与が示唆される。 

一方、健康牛からも 1601 は検出されており、ホモでの保有率は約２割と発症牛の半分以下であ

り、ヘテロでの保有が約５割ある。これらは、将来 、感染すれば発症する可能性がゼロとはいえない。  

しかし、1601 ヘテロか保有せずからは、発症牛から検出されない 0902、2703、0201 が有意に検

出されたことから、これらが BLV 抵抗性遺伝子である可能性が高いと考えられた。全国でも 0902
と 2703 が健康牛から有意に検出されており、BLV 抵抗性対立遺伝子である可能性が示唆されて

いる。1) 
一方、DRB3 1601 対立遺伝子は枝肉重量、日増体量、ロース芯面積、バラの厚さ、脂肪交雑  

等の肉質に影響を与えないとの報告がある。1) 
 BLV 抗体陽性だけでは発症率の低さから淘汰は出来ない。しかし、将来、発症する確率の高い 
個体、つまり、DRB3 1601 の感受性遺 伝子をホモで保有する個体を優 先的に廃用にする、ある

いは、0902、2703 等の抵抗性遺伝子を保有する個体を繁殖和牛であれば育種認定で増やす等

の措 置 を講 じることができれば、将 来 的 に発 症 率 の低 下 につながり、従 来 の対 策 とあわせて牛 白

血病清浄化対策を効率的に進めることが可能ではないかと考える。 
今回、BoLA-DRB3 対 立遺伝 子型の解 析とその理論についてご教授 いただきました（独）理化

学研究所 分子ウイルス学特別ユニット 間 陽子先生に深謝します。 
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